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（目的と方法）1993年6月まで東京医大八王子医
療センター臓器移植部に提供のあった死体腎は16
3腎であった。今回，我々は，ヒト死体腎のViabi
lityの判定並びに機能改善法としての低温持続灌
流保存の有用性を検討した。対象は，低温持続灌
流保存法で保存した107腎中，灌流成績と予後の
関係について評価可能な91腎でその内訳はアメリ
カからの輸入腎22腎，国内で提供された69腎であ
る。．（結果）（i）灌流保存中に灌流圧の低下と灌流
量の増加の基準と定めた0．4ml／min／g以上を示し
た腎臓（暗流良好群）の平均灌流量は1．01ml／min
／g，平均血管抵抗値は51．9㎜Hg／m1／min／gと灌流
不良益すなわち灌血中に灌血圧の上昇と総流量の
減少を認めた5腎の平均灌流量0．29ml／min／g，平
均血管抵抗値198．1㎜Hg／ml／min／gと有意差を示し
た。これらの腎は病理組織学的に動脈硬化性萎縮
腎の初期像や嚢胞性変化を認め，移植腎として不
適であることを確認した。さらに灌流亡山群は全
例，機能発現を認めた。（ii）低温持続射流保存前
の単純冷却保存時間が長かった（62時間）1腎，
温阻喪時間の長かった（140分）1腎，ならびに
ドナーの血清クレアチニン値が高値を示した（4．
3，5．6mg／d1）2腎の計4腎も灌流保存中に間歌的
に灌流圧を上昇させてみたり，マニトールなどを
添加してgraft　conditioningを行った結果，灌流
量の増加と血管抵抗値の低下を認めたので移植し
た結果，全例腎機能を発現した（結論）以上の結
果，低温持続灌流保存法は，死体腎のviability
の判定並びに長時間冷却保存された腎，温州血時
間の長い腎，血清クレアチニン値の高いドナー腎
の機能改善に有用であると考えられた。
　〔目的〕移植保存肝に於ける肝細胞の超微形態を
経時的に観察し，Euro－Collins（EC）液とUniver
sity　of　Winsconsin（UW）液の保存効果について
比較検討した．
〔方法〕実験動物として体重20～25kgの雑種豚を
用いた．全身麻酔下に，門脈よりカニュレーショ
ンし，4℃乳酸化リンゲル液にて潅流，脱掛後，
保存液にて潅流し，摘出肝を単純冷却保存した．
対照群は4℃にて保存し，EC群・UW群ともに摘出
後0．5，2，4，6時間の各時間毎に組織標本を得て，光
顕及び電顕にて観察した．また，移植肝の再潅流
後の組織標本を電顕にて観察した．特に電顕標本
については，核及びミトコンドリアを画像解析装
置（Olympus一一Avia　SP500）を用いて定量分析した．
〔成績〕対照群では保存4時間で形質膜，ミトコ
ンドリアの障害を認めた．保存6時間後では形質
膜，ミトコンドリアの障害は著明となった．核の
平均面積及び周長は，3群ともに保存6時間後ま
で有意差を認めなかった．ミトコンドリアの平均
面積は，保存2時間後まで3群とも変化なく，対
照群で保存4時間後に，EC群で保存6時間後に有
意に膨化した．U曙羊では保存6時間後も有意差を
認めなかった．
再潅流後にはEC群・U囎羊ともに，類洞及び形質膜
の破綻を伴う肝細胞障害が著明で，核は有意に縮
小し，ミトコンドリアの膨化，電子密度の増加所
見が認められる．しかし，EC群・UW群の問には有
意差を認めなかった．
〔結語〕肝細胞内のミトコンド，リア，核などは阻
血により経時的に障害が認められた．摘出肝の経
時的障害は，田液による保存肝が最も軽微であっ
た．E（液・ew液とも，再潅流後の細胞膜，核，ミ
トコンドリアの障害は防げなかった．
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